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　生保労連では、生保産業や労働組合の役割について理解浸透・拡大をはかるため、連合の関連団体・教育文化協会が実施
する「連合寄付講座」等に講師を派遣しています。12月9日には中央大学で小山副書記長が、1月8日には埼玉大学で日下部書
記長が講義を行いました。その中で、生保産業における仕事・働き方や、仕事と生活の両立に向けた取組みについて、自身の
経験や生保労連の取組み等を交えて説明しました。また、リーフレット「自分らしく生きるために！」を活用し、学生たちに
若いうちから生活設計を考えることの重要性を伝えました。

生保産業における仕事と生活の両立に向けた取組みを紹介
日下部書記長・小山副書記長が大学で講義

　「ワーク・ライフ・バランスと
キャリアデザインについて」を
テーマに講義を行いました。生保
産業におけるワーク・ライフ・バ
ランスの取組みを説明するととも
に、これから社会に出る学生たち
が「働くこと」について考える
「きっかけ」となるよう、自身が職
業選択をする際に大切にしていた
ことや、仕事に向き合うにあたり、
今、自身が大切にしている考え等
を紹介しました。

　「生命保険産業における
仕事と生活の両立に向けた
取組み」をテーマに講義を
行いました。当日は、生保産
業の仕事に関し、特に機関
長の働き方に焦点を当て、
いかにして業務量の多い機
関長の総労働時間を短縮す
るか、解決の方向性等を提
示しながら学生たちに分か
りやすく説明しました。

学生の感想
●生命保険の大切さを知るとともに、生保産業が日本の国家予算を超えるほどの市場規模であることを知って驚いた。
●生保産業は女性職員の割合が高く、結婚や出産を機に仕事を辞める人は少ないことを聞き、こうした流れが他産業にも広がっていけば良いと思った。
●長時間労働が美徳とされていた時代から脱却し、労働時間の短縮に向けて労使が一体となって働き方を変えていこうとする動きは大変興味深く感じた。
●生保産業におけるワーク・ライフ・バランス実現に向けた具体例を聞き、仕事と生活を両立することの大切さを学んだ。
●生保産業は労働環境の整備が他産業と比べて進んでいる印象を受けた。就職活動に向けて色々と調べたいと思った。

中央大学での様子 埼玉大学での様子
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日頃よりお世話になっている支援議員をご紹介します！ ୈ6ճ
ਆܓ�࿕ઌੜ

　生保産業を取り巻く環境が大きく変化する中、様々な課題が山積しています。そうした課題の中には、組合員一人ひとりや各組合の努力だけでは、解決できない「国の政策・制度」
に関わるものがあります。生保労連では、こうした課題を産業政策課題と位置付け、25万組合員の力を結集するとともに、支援議員の先生方と連携し、国政や行政などに対し働き
かけを行っています。
　そこで、日頃、生保産業のためにご尽力いただいている先生方を組合員のみなさんにより身近に感じていただけるよう、先生のお人柄やこれまでのご活躍、先生から組合員のみ
なさんへのメッセージをご紹介します。
　第６回目となる今回は、前衆議院議員の北
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先生をご紹介いたします。

　北神先生は1967年生まれで、生後9か月から18年間
アメリカのロサンゼルスで過ごされました。その後、日
本に戻られ、京都大学卒業後、大蔵省に入省され、金融
庁等でも勤務された経験をお持ちです。
　2005年第44回衆議院議員総選挙にて初当選以来、
当選3回。経済産業大臣政務官、内閣府大臣政務官、内
閣総理大臣補佐官などのご要職を歴任されています。
　2007年には世界の有識者が経済問題等について議
論する「ダボス会議」で、世界の有望な若手リーダーに選
出されました。
　金融行政に精通した政策通であり、税制、銀行等によ
る保険販売問題、郵政民営化問題をはじめとする産業政
策諸課題の取組みに関する生保労連からの相談にも、関係各方面に直接電話をいた
だくなど、いつも迅速な対応をいただいています。

　いつも大変お世話になっています。
　生保労連のみなさまには、日頃より生命保険産業の発
展とともに、国民生活の安心・安全のためにご尽力いただ
いておりますことに深く敬意を表します。
　言うまでもなく、我が国においては、高齢者の割合がま
すます高まり、逆にこれを支える現役世代の割合が激減し
ています。当然、年金・医療・介護の仕組みに対する国民
の不安が深まっています。だからこそ、生命保険など私
的保障の担う役割はさらに重要性を増し、国民的課題とな
っています。こうしたことから、みなさまには今後も元気よく楽しく、この役割を担
っていただけるようにすることが、政治の重要な課題にもなっています。
　私は、現在、無所属の立場で京都4区において衆議院選挙をめざして活動してい
ます。表看板が変わろうと、信念と情熱は一寸も変わりません。財務省や金融庁
で保険関係の仕事をしていた経験を活かして、みなさまのお声と思いを再び国政
に届けるために引き続き奮闘してまいります。今後とも、変わらぬご指導ご支援
をよろしくお願い申し上げます。
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趣　味：音楽鑑賞・読書（歴史・文学)
愛読書：『坂の上の雲』（司馬遼太郎）

好　物：焼き肉・奥様がつくるパスタ
著　書：『国家の骨格』（象の森書房）
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